
白井市庁舎建設計画に関わる見直し検討案及び質問書    １ 
                            26 年・11・21 

伊澤史夫市長殿 
川岸梅和委員長殿 
                                      佐藤・猪狩 
主旨 東日本大震災復興事業による建設工事及び東京オリンピック開催に伴う建設工事の増大により工事

費が大幅に値上がりしています。このような状況は 5年程度は続くのではと推測されことから大幅な見直し
検討案を質問書と言う形で提出させて頂きました。 
１、白井市庁舎建設計画の見直し、精査の必要性 
１）、基本計画時概算から 150から 160％上昇している、今後今後どの程度上昇するかわからない。        
 ２２年度 議会否決 基本構想（24年2月）

（建設検討委員会）

基本計画（25年 5月） 
（ＩＮＡ建築研究所） 

基本設計（26年 11月）
（ＩＮＡ建築研究所）

減築+改修 
 

改修のみ 9000㎡ 
28億円（102万円／坪） 

6000㎡（22万／坪）
４億 300万円 

5000㎡（79万／坪） 
11億 9700万円 

5888㎡（101万／坪）
18億 0900万円 

新築 
 

 5000㎡（107万／坪）

１６億 3000万円 
6000㎡（104万／坪） 
18億 9300万円 

5191㎡（159万／坪）
25億 0200万円 

外溝その他  2億 2900万円 9100万円 3億 4800万円 
総事業費 28億円 22億 6200万円 31億 8100万円 46億 5900万円 

   
２）市民（納税者）の目線での疑問点 
 ① 建設基金が無い状況（全て借金？）建設を行った場合の財政状況はどうなるのでしょうか。 
 ② 22年議会否決の時に新築と比較して実行していれば予算内で新築も可能で今頃完成済であったのでは。 

＊ 高い理由：完成後１度も大規模改修工事はしていなかった。 
＊ 検討委員会でも発表された愛知県みよし市の事例：新築 9,000㎡ 26億 6500万円（97万円／坪）   

 ③ 22年議会否決の時から 28年度発注予定までの再検討及び設計までの時間がかかった（５・６年、不運
にもその間に建設費高騰に遭遇してしまった。 

 ④ 1期工事 28年度発注完成後、１年６ケ月後の 2期工事発注予定迄物価上昇はどうなるか。又 2020年 
オリンピック以降はどうなるか。（一括発注でもインフレ条項加算） 

３）他の自治体の類似施設の事例  『工事費アップで大幅延期又は入札が不調が相次いでいる』 
  １）習志野市 26年度 床面積 17,890㎡  基本設計時 177万円／坪 落札価格 146万円／坪 
２）大幅延期の自治体 ・秩父市（3回の入札不調による） ・秩父市（2020年まで） 
           ・木更津市（2020年までプレハブ庁舎、予算 110億から 150億にアップ） 

・熱海市 ・小金井市 ・豊島区 ・練馬区 ・中央区 ・その他 
２、白井市庁舎の問題点 
 １）新築+減築・改修の発注の方式及びその問題点 
   Ａ案：1期新築完成（工期 1年 6ケ月）後 2期減築・改修の分割発注の場合 
      1 期発注後建設費高騰が続けば、より状況の悪化が想定され、2 期の減築・改修は業者が毛嫌いの

傾向にあり、又減築は限られた解体業者及びＰＣ業者であり競争力が低下も考えられることから大

幅アップで新築と価格が接近、場合によっては逆転も無きにしも有らずと思える。 
   Ｂ案：新築と減築・改修を一括発注の場合 
      一括発注でも工事は 1期、2期に分かれることから 2期工事費はインフレ条項を加算することにな



る。受注業者は 2期工事分が 1年 6ケ月間未着工となることから、そのリスク負担から入札不調及
び価格アップ等の起因になるのでは。 

２）全体新築案の鉄骨造の比較がしていない（下記見直し案４）項を参照） 
３）北本市庁舎との比較検討 
  １１月５日見学会を委員会として行った以上比較検討を行い良いところは参考にすべきである。 
     比較検討書添付及び多目的展示施設の設置（26年 7月提案） 
３、見直しの検討案 
 １）新築及び大規模改修は 2020年（平成 32年）までの延期案『今回は減築と最少の改修』 
   ① 減築を耐震ギリギリまに面積を縮小し、既存面積を大幅に残す。 

（24年 2月減築・改修+新築の最小化：佐藤・猪狩で提案済み添付提案書参照） 
５階（議場含む）・６階を出来るだけ残す為一部耐震補強及び地震安全係数 1・25倍）を見直し検討 
（7000㎡位残せるか）。減築工事は開庁のままの工事とする。 
（防災部門・外来部門は安全上別棟とする。 

＊ 原則改修は通常のメンテランス工事程度に抑え、大規模改修は 2020年以降とする 
＊ 但し内装の値上がりが低い事から 1部考えられる。 

   ② 不足分の面積はＮＴＴビル賃貸・保険センター・仮庁舎で検討する。  
   ③ 病院機能を維持しながらの減築工事の事例 『愛知県藤田学園病院棟』 
        梓設計・西松建設 
        概要：ＳＲＣ造 地上 8階地下 1階（2437㎡） を地上 4階（1280㎡）に減築 
           騒音・振動・漏水及び安全対策等、 
           用途は医局部門・リネン部門（外来病棟と隣接していた）            
        工期：24年 10・1 ～ 24年 12・10 
 ２）ゼネコンへの『設計・施工』一括発注案     
   （１）松阪市庁舎の事例に習って『設計・施工のプロポーザル』で手法と金額の提案してもらう。 

                   （24年 3月：佐藤・猪狩で提案済みの添付提案書参照） 
   松坂市庁舎の事例：9600㎡、ＲＣ造５階、耐震・改修（鉄骨フレームで外壁を覆う形態） 

内装無し、（採用の場合は値上がりが少ない事から有りも考えられる） 
           ４億１５００万円（添付参照）、今でも全国の自治体から視察あり 

   （2）実施設計・施工一括発注案（現基本設計を大幅に減額した上で）：工事監理は別途 
  ３）減築・改修面積（最大限残し利用、1部耐震補強あり）+ 新築棟（最少面積）の案 

（１） 既存減築+改修棟は上記見直し検討案の１)の①案参照                 
（２） 新築棟は最小限としＰＣ造と鉄骨造の比較をする  
 ① 揺れを制限する為にＰＣ造採用となった、 
＊ 天井の耐震工法は天井下地を補強で対応（天井メーカーでも対応製品有） 
＊ 鉄骨造はラーメン構造（ブレース無し）以外 1部窓側のブレースが見える工法もあるがその
場合は極力目立たないい工法とする 

② 下記４）の②案『全体新築鉄骨造のメリット』参照 
③ ＰＣ大手メーカー及び減築の実績のある解体業者は数がは限られており話し合いの土壌があ

ることから競争力が低下する。 
  
 
 



４）鉄骨造の全体新築案の設計（概算付）案の検討 
                         （25.・11：佐藤・猪狩・加藤で提案済み） 
   ① 減築・改修+新築案との比較で鉄骨造・ＰＣ造（ＲＣ造で比較）はやっていない。     
   ② 全体新築鉄骨造のメリット 
     ＊工期短縮（１期のみ） ＊外観の見栄え ＊機能性、有効性から面積の縮小化 
     ＊減築+改修より不調になりにくい、競争力が期待出来る。＊仮庁舎必要なし 
     ＊規模が大きい程坪単価安くなる ＊その他多くメリットがある 
４、議決権の問題 
  １）多数決で採択の経緯 
    ① 25・11・6  全体新築案の鉄骨造と減築・改修案の概算比較（建築専門委員 5人中 2人反対） 
    ② 26・07・28 多目的展示施設の設置 
    ③ 26・10・  減築・改修+新築の構造ＰＣの採択（建築専門委員３人中２人棄権） 
             構造委員会は市長及び委員会の了解無しで設立事前協議後委員会で採択 
   ２）問題点 

一般論であるが重要事項は専門的知識及び情報に精通している現役の専門家による判断である

べきであるが設計事務所はもその対象者ではあるが利害対象者でもあることからか、近年はでは

市民のニーズを反映させるために委員会設立は一般的である。 
設計事務所の場合（ＩＮＡ事務所も同じ？）は意匠出身の設計チーフを中心に意匠・構造・設備・

電気・積算の担当者がそれぞれの立場で議論し総合的に判断する、これが一般的です。   
     ① 委員中５人が建築専門委員として委嘱されている内２人の大学教授が長期欠席である        
     ② この委員会で前検討委員会の積算部会が建築専門委員として 3人が任命の予定 

その内１人が委員長を代行及び議長の任にあり、他の 2人が反対しても委員会では多数決で採決
されることになるのでは公平な議論・採決と言えるかどうか。 

③ 委員会での判断が難しい場合は第３の実務経験者の参考意見も必要と思われる。 
                 









北本市庁舎との比較表                                          ４    

                                                       26・11・13  猪狩 
 検討項目 白井市庁舎 北本市庁舎 
1 建物概要 

（庁舎床面積） 
新築ＰＣ造 （免震で無い、耐震安全係数 1.25倍） 
新築 6000㎡+減築・改修 5000㎡ （庁舎のみ 10625㎡） 

新築鉄骨造（免震で無い、耐震安全係数 1.5倍 
 床面積 11,147㎡（庁舎のみ 9294㎡） 

2 併設及びゾーン内

の施設 
保健センター・文化会館・図書館 
警察分室（377㎡） 

児童館・文化センター・ 

3 市の概要 急激な人口増による市 6万人 市としての歴史がある 7万人 
4 工事費 28年度発注予定（減築+改修は 30年以降度着工）6割アップ 

46億 5900万円（新築 159万円／坪）今後の高騰もあり得る？
24年 9月発注、26年 10月完成 34億 4300万円（100万円／坪） 
庁舎のみ 29億 4200万円 

5 執務室 ２階吹き抜部は広過ぎるが３・4 階は中廊下配置で面積の節約
となっている。 

大スパン（13ｍ）を有効利用し、機能的であり、広く感じる  
机・いす・家具（２階・３階は既存利用） 

6 市民ホール 多目的室 150㎡+会議室 50㎡+廊下 
その他+エントランスホール 

多目的大ホール（展示室） 約 350㎡ 天井高さ 5ｍ ２分割可 
施設の目玉として位置付をしている 

7 議会 360㎡ 200㎡ 机・椅子（既存利用） 
8 売店・軽食コーナー 売店・軽食コーナー（98㎡）エリアに計３ケ所 

 
文化会館にレストランとして 1 ケ所 道路に面して外部からの客
を見込んで配置。（職員に外食の習慣が少ない事から特に要望無し

と事）売店なし但し身障者の作品販売 机 3 個程度のホール内の
コーナーあり 

9 情報コーナー 情報コーナー（75㎡）と市政情報コーナー 計 2か所 なし 
10 エントランス 2階までの吹き抜け空間、ラウンジ 

案内とフロアマネージャ 計 2か所 
3階までの吹き抜け空間、 
案内 1か所 

考察（参考にすべき要素） 
＊ 鉄骨構造の検討、延べ面積の節約、パブリックスペースの有効性（市民ホール等）・節約（軽食コーナー、情報コーナー等検討  
＊ 各自所有している書類等は 6割廃棄処分との事（市幹部の応援が必要不可欠であったようです） 
＊ 予算書作成段階で基金 24億があったにもかかわらず市民の声も厳しく実施予算から 6億円の減額に踏み切る（1部復活有） 
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